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Effects of Niko Niko Room’s educational support program on 
school children (7): Survey results of school children and 
their parents who participated in the programs of 2012
Makiko Kodama, Nanae Kojima and Naoki Oka
Abstract.   The purpose of this study was to examine the effects of an educational support program on school children who 
participated in the programs held in 2012. The educational support program was held at the Niko Niko Room which is a clinic of 
school psychology at the Center for School Education and Research of Hiroshima University. 32 school children and their 
guardians answered questionnaires. Results showed that the educational support program had a positive effect on the children’s 
“self-efficacy regarding arithmetic”. Both children and their guardians highly evaluated the students’ abilities who gave actual 
support to the children. Also, when the students’ abilities are highly perceived, children’s “interests in arithmetic” were also highly 







































































































Table 3に，各項目の平均値と標準偏差を Table 4
Table 1　小学生の事前事後調査の各因子の得点
事　前 事　後
α M SD α M SD t   値
算数に関する自己効力感 .65 2.77 .47 .83 3.02 .63 -2.32 *






M SD M SD t  値
算数に関する自己効力感
算数の勉強にすぐにとりかかることができる 2.43 .94 2.83 1.05 -1.99†
宿題はスムーズにできる 2.80 .85 2.97 .96 -.82
計算問題はとける自信がある 2.57 1.04 2.97 .93 -2.18 *
授業中に習うことはわかる 3.13 .68 3.23 .68 -.72
問題がすぐにできなくてもできるまでやってみようとする 2.97 1.00 3.37 .89 -1.75†
テストができなかったとしても，もっとがんばろうと思う 3.20 .92 3.23 1.07 -.17
宿題は人に聞かなくてもできる 2.63 .96 2.87 1.17 -1.42
授業中に先生に教えてもらうだけでわかる 2.87 .90 3.00 .91 -.72
文章問題はとける自信がある 2.33 .88 2.70 .95 -1.61
算数に関する学習観
答えがあっているかどうかだけではなく，考え方があっていたかが大切だと思う 2.80 1.03 3.00 1.02 -1.06
テストでできなかった問題は，答えだけではなく解き方も知りたいと思う 3.07 1.05 2.90 1.18 .87
その他
授業中に手をあげて発表できる 2.43 .94 2.80 1.16 -2.08 *
算数の勉強は好きだ 1.97 1.03 2.57 1.14 -3.07 **
問題がむずかしそうに思えるとやりたくないと思う 2.23 1.01 2.07 1.14 .69
新しいところを習い始めるとき，できそうにないと思ったらすぐにあきらめる 2.00 1.08 1.73 1.01 1.31
はじめから完ぺきにできないと，がっかりしてしまう 2.47 .97 2.30 1.24 .84
テストでは，とちゅうの考え方より，答えがあっていたかが気になる 2.60 1.16 2.53 1.31 .31
少しでも正解とちがっていればまったくのまちがいだと思う 2.23 1.10 2.27 1.26 -.14
なぜそうなるかわからなくても，答えがあっていればいいと思う 2.13 1.04 2.17 1.23 -.11
ある問題がとけた後でも，別のとき方をさがしてみることがある 2.47 .90 2.30 .99 .78
まだ考えているとちゅうなのに，人から答えを言われるのはいやだと思う 2.53 1.28 3.20 1.06 -2.88 **
注1　df = 29














α M SD 1 2 3
1
学生の力量による効果
：コミュニケーション .34 3.81 .27
2 ：理解 .40 3.70 .40 .53 *
3 満足度 .59 3.67 .57 .55* .61 *
4 算数への関心 .61 3.67 .44 -.11 .47 † -.12





先生は，ぼく／わたしと仲良くしてくれた 3.88   .50
遊びの時間を通して，ぼく／わたしは先生とコミュニケーションがとれた 3.75   .45
先生に教えてもらったおかげで，ぼく／わたしは自分がわからなかったところに気づくこと
ができた
3.69   .79
算数の時間に，先生から声をかけてもらうことで，ぼく／わたしは問題が解きやすくなった 3.94   .25
算数の問題を解くとき，先生に教えてもらったおかげで，ぼく／わたしは自分の考え方を変
えることができた
3.81   .40
理　解
先生は，ぼく／わたしが算数をどれくらいわかっているか理解してくれた 3.81   .40
先生は，ぼく／わたしの気持ちを理解してくれた 3.75   .77
先生に教えてもらったおかげで，ぼく／わたしは「勉強しよう」と思うようになった 3.56   .81
先生は，ぼく／わたしのわからないところを理解してくれた 3.69   .60
満足度
算数を教えてもらえて，ぼく／わたしは満足している 3.69   .79
先生との関係に，ぼく／わたしは満足している 3.69   .79
先生と他の子どもたちと一緒に遊べて，ぼく／わたしは満足している 3.63   .72
算数への関心
学習カウンセリングにきて，ぼく／わたしは算数に興味を持った 3.50   .82
学習カウンセリングにきて，ぼく／わたしは算数が前よりわかるようになった 3.88   .34
ぼく／わたしは，算数の時間が楽しみだった 3.63   .50
その他
先生は，ぼく／わたしにわかりやすく算数を教えてくれた 3.88   .34
先生は，ぼく／わたしの話をよく聞いてくれた 3.81   .75
算数の時間を通して，ぼく／わたしは先生とコミュニケーションがとれた 3.88   .34
ぼく／わたしは，先生のことを信頼していた 3.75   .58
算数の時間にぼく／わたしが遊ぼうとしたら，先生は注意をした 2.79 1.27
先生は，ぼく／わたしのことをかわいがってくれた 3.50   .82
もっと勉強したいから，ぼく／わたしは，学習カウンセリングの回数を増やしてほしい 3.50   .82
もっと遊びたいから，ぼく／わたしは，学習カウンセリングの回数を増やしてほしい 3.00 1.03
ぼく／わたしは，遊びの時間が楽しみだった 3.31   .95
注1　N = 16






































先生は，ぼく／わたしと仲良くしてくれた -.16 -.10 -.20
遊びの時間を通して，ぼく／わたしは先生とコミュニ
ケーションがとれた .00 -.22 -.15
先生に教えてもらったおかげで，ぼく／わたしは自分が
わからなかったところに気づくことができた -.15 -.15 .02
算数の時間に，先生から声をかけてもらうことで，ぼく
／わたしは問題が解きやすくなった -.16 -.10 .33
算数の問題を解くとき，先生に教えてもらったおかげ
で，ぼく／わたしは自分の考え方を変えることができた .10 .30 .29
理　解
先生は，ぼく／わたしが算数をどれくらいわかっている
か理解してくれた -.10 .30 .29
先生は，ぼく／わたしの気持ちを理解してくれた -.11 .13 -.09
先生に教えてもらったおかげで，ぼく／わたしは「勉強
しよう」と思うようになった .75 *** .27 .72 **
先生は，ぼく／わたしのわからないところを理解してくれた .07 .45 † .03




α M SD 1 2 3 4
学生に関する認知
1 先生（学生）との関係 .79 3.47 .44
2 先生（学生）の教育態度 .86 3.59 .47 .78 ***
満足度
3 遊びの時間に関する満足度 .76 3.86 .32 .37 * .37 *
4 先生（学生）との関係に関する満足度 .73 3.63 .42 .60 *** .51 ** .44 *
子どもに関する認知
5 算数への関心 .79 3.10 .56 .53 ** .31 † .15 .56 ***
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ムの効果を高く評価していたことが窺え，これま
での検証結果（児玉他，2008，2010；小島他，
2009，2010；小島・岡・児玉・山田他，2011；小島・
岡・児玉・木舩他，2011）と同様の結果が得られ
た。大学生の力量による効果の認知の２因子「コ
ミュニケーション」「理解」が高まるほど「満足度」
が高まるという結果も，これまでの検証結果（小
島他，2010；小島・岡・児玉・山田他，2011；小島・
岡・児玉・木舩他 , 2011）と同様であった。大学
生の力量による効果の認知に関する項目のうち，
「先生に教えてもらったおかげで，ぼく／わたし
は『勉強しよう』と思うようになった」の１項目
のみが，「算数への関心」と高い正の相関を示し
ていることから，子どもの理解度を把握するのみ
でなく，子どものやる気がでるような効果が出て
初めて，算数への関心が高まることが確認された。
これまでの検証結果（児玉他，2010；小島他，
2009，2010；小島・岡・児玉・山田他，2011；小島・
岡・児玉・木舩他，2011）と同様に，保護者は大
学生を高く評価しており，学習支援プログラムに
子どもを参加させたことに満足していたことが確
認された。また，保護者が「先生との関係」を肯
定的に捉えるほど，子どもの「算数への関心」が
高まったと認知し，満足度が高くなることが確認
された。
以上より，小学生はこの学習支援プログラムに
参加することで，算数に関する自己効力感が向上
し，算数の勉強に対してのポジティブな態度が形
成されたことが確認された。また，先行研究（児
玉他，2010；小島他，2009，2010；小島・岡・児玉・
山田他，2011；小島・岡・児玉・木舩他，2011）
と同様に，小学生も保護者も，学生の力量による
効果を高く評価しており，学習支援プログラムに
満足していたことが明らかとなった。また，大学
生の力量による効果が高く評価されるほど，小学
生の算数への関心が高まり，学習支援プログラム
に対する満足度が高まることが確認された。
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